




要約 

PROM24 例,早産 11 例,多胎の早産 8 例においてクラミディア・トラコマティスとの関連を

検討した。妊婦子宮頸管より抗原が検出されたのは早産の 1 例のみであった。IgG 抗体保

有率も通常の妊婦と殆ど変わらない。新生児の抗体価は母体とほぼ同じである。生後 1ケ

月,IgM 抗体を検出した乳児はいなかった。我々の検索では,この微生物と未熟児の出生と

に積極的な関連があるとは言い難く,従って妊娠中期における妊婦マス・スクリーニングの

必要性については否定的と言える。 


